


























































































































































































































































































































クラス 段階 戦術目標 標的面積（約） コート（1）に対する比 戦術
初心者 1 相手コートー面 11×8（m） 1 Steadiness確実性
初級者
]o・一一一一一，
2 相手バヲクコート 5～2×8（m） 1／2～1／4 Depth深く打つ
初級者 3 相手バックサイド 2～1×4（m） 1／8～1／16 Backsideに打つ
中級者曹・・9・曹曹一甲一－ 4 1～2㎡ 1／16～1／32 Weak－pointを狙う
中級者 5
冒・層．・層・幽一一一一7層¶●曹，









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3 2 4 … 9 S．A． 4 i　l 1 2







8 4 5 ：　1 7 （f）Recieve　Err（f） 1 9 1　　7 4 8


















































1 1 0 … 2 （b）　　　　　（b） 1 3 1　　2 4 7
騨　，　曽　暫　幽　一　一　一　一　一　冒　一　F　層　騨　冒　，　，　一　曹　一　冒　一　一　冒　層　一　一1一　曹　一　一　一　一　，　冒　一 甲冒r－一一一一璽，一一辱｝一卿一曽一r 一一一一一一
gー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
1 0 0 ： 1 （f）ApProach　Err（f） 5 1　　1 ’
1
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0 0 0 … 0 Smash　Erζor 0 ：　　0 0 0






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































Punit・1．03（m） average n． s．d． average n． s．d．
　　5
@　6
@　7
@　8
@　9
P0
P1
6．00
V．50
W．44
U．86
W．78
X．25
W．00
　2
@8
P8
P4
P8
Q4
Q0
0，000
O，535
P，199
R，483
P，060
P，567
R，078
6．00
V．20
W．00
V．62
V．97
W．33
W．27
　　2
P0
Q8
S2
U0
W4
P04
0，000
O，789
P，217
Q，263
Q，042
P，996
Q，231
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球技スポーツにおける戦術の一般化および統計学的解析
　この表からは、ベースラインから4m内側（8区画～11区画）、サービス・ライン（service
line）から約1m深いところを境に、いわゆるデッドゾーン（dead　zone）で打たれたボールは
短くなる傾向があることが示唆される。また、ベースラインから1m内側のY軸11区画の一番
深い地域に入ったボールの返球は、有意差には至らなかったものの著しく短くなる傾向が、他の
試合の分析でも確認されており、さらに標準偏差が大きい傾向にあることも共通であった。ベー
スライン付近から返球されるボールは、短くなる可能性が他のゾーンからの返球よりも高いこと
が示唆される。従って、深いボールには時間的オープン・スペースを創る可能性が内在されてい
ると換言でき、　「深いボールを打ったら、返球が浅くなることを予測して、攻撃の準備をしてお
くことが大切である。」という戦術的一般論が裏付けられたことになる。今後、統計的に有意性
を出すには、さらなるデータの蓄積が必要であると思われる。
　ボールのスピードに関しては、年代の比較で注目すべき有意差が確認された。1980年代と1998
年から2001年現在にかけて、グランドスラム大会の決勝戦、及び準決勝戦から、男女それぞれ2
試合ずつ、試合中のラリーテンポを、相手が打球した時点からもう一方が打球するまでの時間と
して、比較したところ、次のような有意性のある結果が確認された。
　1）1980年代に比べ現在のテニスのラリーテンポは、女子で約0．30（sec）、男子で約0．14
　　（sec）、速く、有意性（p〈0．01）が確認された。
　2）女子において、1980年代のラリーテンポは、約1．61（sec）であり、男子に比較して約
　　　0．16（sec）ほど遅かったが、2001年現在のラリーテンポは、約1．30（sec）であり、男
　　　子と有意差はなくほとんど同じであった。
　以上の結果をまとめて図示したものが「図19」である。
　2001年現在のテニスにおけるラリーのテンポは、1980年代に比較してボールの飛来する時間が
短縮したことにより高速化ている。これに伴い移動スピードの俊敏性が余儀なくされ、テニスの
一般的運動強度は確実に高度化し、特に女子において瞬発系能力とその持久性が戦術をも左右す
る要因となっていると推察できる。
　尚、ラリーテンポの加速化のデータは、　「テニス競技におけるラリーテンポの加速化につい
て」5）に近年のデータを積み重ね改変したものである。2001年9月、体育学会発表6）予定である。
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　　図19．ラリーテンポの年代間比較と加速化
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